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発行日：2017 年 3 月 24 日

RENESAS TECHNICAL UPDATE 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24 豊洲フォレシア 

ルネサス エレクトロニクス株式会社

問合せ窓口 http://japan.renesas.com/contact/

E-mail: csc@renesas.com

製品分類 システムLSI 発行番号 TN-RIN-A017A/J Rev. 第1版 

題

名 

R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル 周辺機能編

(Rev.9.00→Rev.10.00)

主な改訂内容：誤記訂正、新規機能追加など

情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

下記参照 

対象ロット等 

関連資料 

R-IN32M3シリーズ

ユーザーズ・マニュアル周辺機能編

・R-IN32M3-EC

・R-IN32M3-CL Rev.10.00

(R18UZ0006JJ1000)

全ロット 

R-IN32M3シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編・R-IN32M3-EC・R-IN32M3-CL Rev.10.00 (R18UZ0006JJ1000)

をリリースいたします。詳細については「2. 改訂内容」を参照願います。なお、“※”マークがついている項目は、

デバイスの仕様、制約等に関係する重要な項目ですので、必ずご確認願います。

1 適用製品 

製品分類 マーク型名 製品型名 

R-IN32M3-EC

旧製品 
MC-10287F1

MC-10287F1-HN4-A

MC-10287F1-HN4-M1-A

現行品 
MC-10287BF1

MC-10287BF1-HN4-A

MC-10287BF1-HN4-M1-A

R-IN32M3-CL

旧製品 
D60510F1 

UPD60510F1-HN4-A 

UPD60510F1-HN4-M1-A 

現行品 
D60510BF1 

UPD60510BF1-HN4-A 

UPD60510BF1-HN4-M1-A 

2 改訂内容 

（1/3） 

No 訂正箇所（Rev10.00見出し番号） 
該当ページ 

（Rev10.00番号） 
内容 

1 2.1.2  クロック構成図 p.2-2 補足 

2 3.4.1 機能概要 p.3-3 機能追加 

3 3.5.1 機能概要 p.3-4 機能追加 

4 3.6.1 機能概要 p.3-5 機能追加 

5 7.3.4.1 MIIMレジスタ（GMAC_MIIM） p.7-9 補足 

6 7.3.4.3 TX RESULTレジスタ（GMAC_TXRESULT） p.7-11 補足 

7 7.3.4.5 RX MODEレジスタ（GMAC_RXMODE）※ p.7-12～7-13 誤記訂正 

8 7.3.4.6 TX MODEレジスタ（GMAC_TXMODE）※ p.7-14～7-15 誤記訂正 

9 7.3.4.7 RESETレジスタ（GMAC_RESET）※ p.7-16 誤記訂正 

10 7.3.4.9 RX FLOW CONTROLレジスタ（GMAC_FLWCTL） p.7-18 誤記訂正 

11 7.3.4.10 PAUSEパケットレジスタ（GMAC_PAUSPKT） p.7-19 補足 

12 7.3.4.12 RX FIFOステータス・レジスタ（GMAC_RXFIFO）※ p.7-21 誤記訂正 

13 7.3.4.13 TX FIFOステータス・レジスタ（GMAC_TXFIFO） p.7-22 機能追加 

14 7.3.4.14 TCPIPACCレジスタ（GMAC_ACC） p.7-23 表記変更 

15 7.3.4.16 LPIモード制御レジスタ（GMAC_LPI_MODE） p.7-24 補足 

16 7.3.4.18 受信 Buffer情報レジスタ（BUFID） p.7-25 補足 

17 7.4.1 ハードウェア・ファンクション p.7-30 表記変更 

18 7.4.1.1 初期設定 ※ p.7-31 誤記訂正 

19 7.4.1.3(1) 機能概要 p.7-32 補足 

20 7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call 一覧 p.7-35 補足 

21 7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call 一覧 p.7-37 表記変更 

22 7.4.1.4(2) 受信 MAC DMA機能 ※ p.7-39 誤記訂正 

23 7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明 p.7-40 補足 

24 7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明 p.7-41 誤記訂正 

25 7.4.1.4(2)(b) 使用方法 p.7-42 誤記訂正 

26 7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧 p.7-43 誤記訂正 

27 7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧 p.7-44 誤記訂正 

28 7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧 p.7-45 誤記訂正 

29 7.4.1.4(3)(d) Hardware Function Call一覧 ※ p.7-48 誤記訂正 
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 （2/3） 

No 訂正箇所（Rev10.00見出し番号） 
該当ページ 

（Rev10.00番号） 
内容 

30 7.4.1.5(2)(a) バッファ RAM - データ RAM間転送 p.7-49 誤記訂正 

31 7.4.1.5(2)(b) バッファ RAMまたはデータ RAMのデータ置換 p.7-49 補足 

32 7.4.1.5(2)(c) バッファ RAM - バッファ RAM間転送 ※ p.7-49 補足 

33 7.4.1.5(2)(d) Hardware Function Call 一覧 p.7-50 誤記訂正 

34 7.4.1.5(2)(d) Hardware Function Call 一覧 p.7-51 補足 

35 7.4.2 割り込み機能 ※ p.7-53 誤記訂正 

36 7.4.2 割り込み機能 p.7-54 誤記訂正 

37 7.4.3.1 送信処理用バッファの獲得 p.7-56 誤記訂正 

38 7.4.3.2 送信データの作成 p.7-57 補足 

39 7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報 ※ p.7-58 補足 

40 7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報 ※ p.7-59 誤記訂正 

41 7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム p.7-59 補足 

42 7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム ※ p.7-60～7-61 補足 

43 7.4.3.3 送信処理用ディスクリプタの作成 p.7-62 誤記訂正 

44 7.4.3.5 送信処理の完了 p.7-63 補足 

45 7.4.4.5 受信データ・フォーマット ※ p.7-65 誤記訂正 

46 7.4.4.5 受信データ・フォーマット p.7-65 補足 

47 7.4.4.5(1) 受信フレーム情報 p.7-66 表記変更 

48 7.4.4.5(1) 受信フレーム情報 ※ p.7-67 補足 

49 7.4.4.5(1) 受信フレーム情報 p.7-68 補足 

50 7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム p.7-69 補足 

51 7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム ※ p.7-70 補足 

52 7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム ※ p.7-71～7-73 補足 

53 7.4.5 TCPIPアクセラレータ機能 p.7-74～7-75 補足 

54 7.5.1 送信フレーム内の MACヘッダ部に対するパディングの追加 p.7-76 補足 

55 7.5.2受信時のチェックサム計算結果の誤判定 ※ p.7-76 補足 

56 7.5.3 受信 FIFOオーバーフロー発生時の受信フレーム情報の誤り ※ p.7-76～7-80 補足 

57 
7.5.4 Paddingを含む 64byteを超えるフレーム受信時の受信フレーム情報の誤り 

 ※ 
p.7-80～7-81 補足 

58 8.2 特徴 p.8-2 補足 

59 10.1 特徴 p.10-1～10-2 誤記訂正 

60 10.2 制御レジスタ p.10-3 誤記訂正 

61 10.2.1 ウエイト信号選択レジスタ（WAITZSEL） p.10-4～10-5 誤記訂正 

62 10.2.2 同期式バースト・アクセス MEMC領域選択レジスタ（SMADSEL0-3） p.10-6 表記変更 

63 10.2.2 同期式バースト・アクセス MEMC領域選択レジスタ（SMADSEL0-3） p.10-7 補足 

64 10.2.3 バス・クロック分周設定レジスタ（BCLKSEL） p.10-8 誤記訂正 

65 10.2.4 同期式バースト・アクセス MEMC動作モード設定レジスタ（SMCMD） p.10-9 誤記訂正 

66 
10.2.5 同期式バースト・アクセス MEMCダイレクト・コマンド・レジスタ 

 （DIRECTCMD） 
p.10-10 誤記訂正 

67 10.2.6 同期式バースト・アクセス MEMCサイクル設定レジスタ（SETCYCLES） p.10-11 誤記訂正 

68 10.2.6 同期式バースト・アクセス MEMCサイクル設定レジスタ（SETCYCLES） p.10-12 補足 

69 10.2.7 同期式バースト・アクセス MEMCモード設定レジスタ（SETOPMODE） p.10-13 誤記訂正 

70 10.2.7 同期式バースト・アクセス MEMCモード設定レジスタ（SETOPMODE） p.10-14 誤記訂正 

71 10.2.8 同期式バースト・アクセスMEMCリフレッシュ設定レジスタ（REFRESH0） p.10-15 誤記訂正 

72 
10.2.9 同期式バースト・アクセス MEMC CSnサイクル・レジスタ 

 （SRAM_CYCLES0_n） 
p.10-16 誤記訂正 

73 10.2.10 同期式バースト・アクセス MEMC CSnモード・レジスタ（OPMODE0_n） p.10-17 誤記訂正 

74 10.2.11 レジスタ設定手順 p.10-18 誤記訂正 

75 10.3.1 バス・クロック制御機能 p.10-19 誤記訂正 

76 10.3.2 アドレス出力機能 p.10-20 誤記訂正 

77 10.3.3 アドレス／データ・マルチプレクス機能 p.10-20 補足 

78 10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能 p.10-21 誤記訂正 

79 10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能 p.10-21 誤記訂正 

80 10.3.5 リード・データ・タイミング制御 p.10-22 誤記訂正 

81 10.3.6 ウエイト信号制御機能 p.10-23 補足 

82 10.3.6 ウエイト信号制御機能 p.10-24 補足 

83 10.3.6 ウエイト信号制御機能 p.10-25 補足 

84 10.3.7 同期式バースト・アクセス MEMCの動作モード設定 p.10-26 誤記訂正 

85 10.3.8 外部メモリ領域マッピング切り替え機能 p.10-27 表記変更 

86 10.4 メモリ・アクセス・タイミング例 p.10-28 補足 

87 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.7） p.10-29 補足 

88 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.8） p.10-30 補足 

89 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.9） p.10-31 補足 
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（3/3） 

No 訂正箇所（Rev10.00見出し番号） 
該当ページ 

（Rev10.00番号） 
内容 

90 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.10） p.10-32 補足 

91 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.11） p.10-33 補足 

92 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.12） p.10-34 補足 

93 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.13） p.10-35 補足 

94 10.4.1 非同期アクセス・タイミング（図 10.14） p.10-36 補足 

95 10.4.2 同期アクセス・タイミング（図 10.15） p.10-37 補足 

96 10.4.2 同期アクセス・タイミング（図 10.16） p.10-38 補足 

97 10.4.2 同期アクセス・タイミング（図 10.17） p.10-39 補足 

98 10.4.2 同期アクセス・タイミング（図 10.18） p.10-40 補足 

99 10.4.2 同期アクセス・タイミング（図 10.19） p.10-41 補足 

100 10.4.2 同期アクセス・タイミング（図 10.20） p.10-42 補足 

101 10.4.2 同期アクセス・タイミング（図 10.21） p.10-43 補足 

102 10.4.3 ウエイト・タイミング（図 10.22） p.10-44 補足 

103 10.4.3 ウエイト・タイミング（図 10.23） p.10-45 補足 

104 12.5 設定例 p.12-30～12-38 補足 

105 13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ） p.13-142 誤記訂正 

106 13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ） p.13-143 誤記訂正 

107 13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） p.13-144 誤記訂正 

108 13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） p.13-145 誤記訂正 

109 13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） p.13-146 誤記訂正 

110 
13.9.3 設定例 3 

（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 
p.13-148 誤記訂正 

111 
13.9.3 設定例 3 

（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 
p.13-149 誤記訂正 

112 13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） p.13-152 誤記訂正 

113 13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） p.13-152 誤記訂正 

114 18.9.1(2) シングル転送モード時のスレーブ動作設定手順 p.18-120 誤記訂正 

115 20.1.3 CC-Linkバス・ブリッジ制御レジスタ 0（CCSMC0） p.20-2 誤記訂正 

注意：No.56と 57は TN-RIN-A015A/Jで通知した不具合と回避策を掲載したものです。 
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No.1 2.1.2 クロック構成図 

レジスタの略号を修正

WDTATCKIの信号を追加

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

2-2 【2.1.2 クロック構成図】 2-2 【2.1.2 クロック構成図】 
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No.2 3.4.1 機能概要 

ECCエラー割り込み機能の説明と一覧表を追記 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

3-3 【3.4.1 機能概要】 

○ 128bit（32bit×4）のリード・バッファ付

○ レイテンシ：リード・アクセス 2

ライト・アクセス 1

ただし、リード・バッファ内で HIT した場合は、レイテンシ 1 

○ AHB バス幅：32bit

○ RAM データ・バス幅：128bit（ECC 除く）

○ 転送サイズ：16bit 32bit 転送に対応

○ バースト転送：シングル、不定長バースト、固定長バースト（INCR4/8/16、WRAP4/8/16）に対応

○ リトル・エンディアン固定

3-3 【3.4.1 機能概要】 

○ 128bit（32bit×4）のリード・バッファ付

○ レイテンシ：リード・アクセス 2

ライト・アクセス 1

ただし、リード・バッファ内で HIT した場合は、レイテンシ 1 

○ AHB バス幅：32bit

○ RAM データ・バス幅：128bit（ECC 除く）

○ 転送サイズ：16bit 32bit 転送に対応

○ バースト転送：シングル、不定長バースト、固定長バースト（INCR4/8/16、WRAP4/8/16）に対応

○ リトル・エンディアン固定

○ ECC 対応：1bit エラー補正、2bit エラー検出

表 3.1 内蔵命令 RAM の割り込みと周辺機能への要求 
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No.3 3.5.1 機能概要 

ECCエラー割り込み機能の説明と一覧表を追記 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

3-4 【3.5.1 機能概要】 

○ AHB レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1

ただし、ライト・アクセス直後のリード・アクセスのみレイテンシ 2 

○ Communication-BUS レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1

○ 競合時のアクセスのアービトレーション：ラウンドロビン

○ AHB バス幅：32bit

○ Communication-BUS バス幅：128bit

○ RAM バス幅：128bit（ECC 除く）

○ AHB 転送サイズ：8/16/32bit 転送に対応

○ Communication-BUS 転送サイズ：8/16/32/128bit 転送に対応

○ バースト転送：シングル、不定長バースト、固定長バースト（INCR4/8/16、WRAP4/8/16）に対応

○ リトル・エンディアン固定

3-4 【3.5.1 機能概要】 

○ AHB レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1

ただし、ライト・アクセス直後のリード・アクセスのみレイテンシ 2 

○ Communication-BUS レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1

○ 競合時のアクセスのアービトレーション：ラウンドロビン

○ AHB バス幅：32bit

○ Communication-BUS バス幅：128bit

○ RAM バス幅：128bit（ECC 除く）

○ AHB 転送サイズ：8/16/32bit 転送に対応

○ Communication-BUS 転送サイズ：8/16/32/128bit 転送に対応

○ バースト転送：シングル、不定長バースト、固定長バースト（INCR4/8/16、WRAP4/8/16）に対応

○ リトル・エンディアン固定

○ ECC 対応：1bit エラー補正、2bit エラー検出

表 3.2 内蔵データ RAM の割り込みと周辺機能への要求 
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No.4 3.6.1 機能概要 

ECCエラー割り込み機能の説明と一覧表を追記 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

3-5 【3.6.1 機能概要】 

○ Communication-BUS レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1

○ 競合時のアクセスのアービトレーション：固定優先式（Communication-BUS が優先）

○ Communication-BUS バス幅：128bit

○ RAM バス幅：128bit（ECC 回路除く）

○ Communication-BUS 転送サイズ：8/16/32/128bit 転送に対応

3-5 【3.6.1 機能概要】 

○ Communication-BUS レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1

○ 競合時のアクセスのアービトレーション：固定優先式（Communication-BUS が優先）

○ Communication-BUS バス幅：128bit

○ RAM バス幅：128bit（ECC 回路除く）

○ Communication-BUS 転送サイズ：8/16/32/128bit 転送に対応

○ ECC 対応：1bit エラー補正、2bit エラー検出

表 3.3 バッファ RAM の割り込みと周辺機能への要求 

No.5 7.3.4.1 MIIMレジスタ（GMAC_MIIM） 

MIIM レジスタの RWDVビットの説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-9 【7.3.4.1 MIIM レジスタ（GMAC_MIIM）】 

[26 : RWDV] 

以下の値を書き込むことで、Read/Write オペレーションを開始します。 

7-9 【7.3.4.1 MIIM レジスタ（GMAC_MIIM）】 

[26 : RWDV] 

以下の値を書き込むことで、Read/Write オペレーションを開始します。他のビットも同時に設定してくださ

い。 
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No.6 7.3.4.3 TX RESULTレジスタ（GMAC_TXRESULT） 

GMAC_TXRESULTレジスタの説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-10 【7.3.4.3 TX RESULT レジスタ（GMAC_TXRESULT）】 

本レジスタは、送信フレーム結果を示すレジスタです。 

送信フレーム結果は本レジスタを読み出すことで更新され、次の読み出しで更新後の送信フレーム結

果を読み出すことが可能です。 

[13 : TCMP]  送信完了 

[12 : TABT]  送信アボートが発生した。 

[11 : TFAIL]  Excessive Collision が発生し、送信が失敗した。 

[10 : SCOLLIS] 1 回の衝突を経験した。 

[9 : MCOLLIS] 複数回の衝突を経験した。 

[8 : CSERR]  送信中にキャリアセンスがなくなった。 

[7 : OVERFW] 1,518 オクテットを超えるフレームが送信 FIFO に書かれた。 

[6 : UNDERFW] 最少フレーム長より短いフレームが送信 FIFO に書かれた。 

[5 : LCOLLIS] Late Collision を検出した。 

[4-1 : RETRYN3-0] リトライ回数

[0 : FIFOUFLOW] 送信中に FIFO がアンダーフローした。

7-11 【7.3.4.3 TX RESULT レジスタ（GMAC_TXRESULT）】 

本レジスタは、送信フレーム結果を示すレジスタです。GMAC_TXMODE レジスタの TRBMODE1-0 ビット

が 00 または 01 の場合のみ有効です。 

送信フレーム結果は、Ether 送信完了割り込み（INTETHTXCMP）の発生と同時に送信結果バッファに保

持されます。送信結果バッファには、4 フレーム分の情報を保持することが可能です。本レジスタを読み

出すことで、送信結果バッファから送信結果が取り出されます。送信結果バッファに保持されているフレ

ーム数は GMAC_TXFIFO.TRBFR ビットから取得できます。 

4 フレーム保持した状態で送信を行うと、送信結果が不正となり、TX-FIFO 送信エラー割り込み

（INTETHTXFIFOERR）が発生します。本レジスタを有効にしている場合、エラーが発生しないように適宜

読み出しを行ってください。 

[13 : TCMP]  送信完了を示します。 

[12 : TABT]  送信アボートが発生したことを示します。 

[11 : TFAIL]  Excessive Collision が発生し、送信が失敗したことを示します。 

[10 : SCOLLIS] 1 回の衝突を経験したことを示します。 

[9 : MCOLLIS] 複数回の衝突を経験したことを示します。 

[8 : CSERR]  送信中にキャリアセンスがなくなったことを示します。 

[7 : OVERFW] 1,518 オクテットを超えるフレームが送信 FIFO に書かれたことを示します。 

[6 : UNDERFW] 最少フレーム長より短いフレームが送信 FIFO に書かれたことを示します。 

[5 : LCOLLIS] Late Collision を検出したことを示します。 

[4-1 : RETRYN3-0] リトライ回数を示します。

[0 : FIFOUFLOW] 送信中に FIFO がアンダーフローしたことを示します。
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No.7 7.3.4.5 RX MODEレジスタ（GMAC_RXMODE） 

GMAC_RXMODEレジスタの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-11

～

7-12

【7.3.4.5 RX MODE レジスタ（GMAC_RXMODE）】 

本レジスタは、フレーム受信動作を制御するレジスタです。 

[15-14 : REMPTH1-0] 

FIFO 内のデータワード数がこの数値以下になったとき、受信 DMA コントローラは RX FIFO からのデー

タ転送を中断します。

[13-12 : RFULLTH1-0] 

FIFO 内のデータワード数がこの信号で示される数値以上になったとき、GMAC_RXFIFO レジスタの

RFULL ビットが‘1’になります。 

[11-9 : RRTTH2-0] 

SFRXFIFO ビットが 0 で、かつ、FIFO 内のデータワード数がこの信号で示される数値以上になったと

き、受信 DMA コントローラは RX FIFO からメモリにデータを送り始めます。 

7-12

～

7-13

【7.3.4.5 RX MODE レジスタ（GMAC_RXMODE）】 

本レジスタは、フレーム受信動作を制御するレジスタです。受信FIFOの1ワードは64ビット、容量は4KB

です。 

[15-14 : REMPTH1-0] 

FIFO 内のデータワード数がこの数値以下になったとき、GMAC_RXFIFO レジスタの REMP ビットが‘1’に

なります。 

[13-12 : RFULLTH1-0] 

FIFO 内の空きデータワード数がこの数値以下になったとき、GMAC_RXFIFO レジスタの RFULL ビットが

‘1’になります。 

[11-9 : RRTTH2-0] 

FIFO 内のデータワード数がこの数値以上になったとき、GMAC_RXFIFO レジスタの RRT ビットが‘1’に

なります。 

[注] 

アドレスフィルタリングを有効にした場合でも、MAC アドレスレジスタへの登録の有無に関わらず

MAC Control Frame（Pause Packet 等）は常に受信されます。

MAC Control Frame は Destination アドレスが 01-80-C2-00-00-01 のフレームです。
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No.8 7.3.4.6 TX MODEレジスタ（GMAC_TXMODE） 

GMAC_TXMODEレジスタの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-13

～

7-14

【7.3.4.6 TX MODE レジスタ（GMAC_TXMODE）】 

本レジスタは、フレーム送信動作を制御するレジスタです。 

[13-11 : TEMPTH2-0] 

TX FIFO 内のデータワード数がこの信号で示される数値以下になったとき、GMAC_TXFIFO レジスタの

TEMP ビットが‘1’になります。 

[10-9 : TFULLTH1-0] 

TX FIFO 内のデータワード数がこの信号で示される数値以上になったとき、GMAC_TXFIFO レジスタ

の TFULL ビットが‘1’になります。 

7-14

～

7-15

【7.3.4.6 TX MODE レジスタ（GMAC_TXMODE）】 

本レジスタは、フレーム送信動作を制御するレジスタです。送信 FIFO の 1 ワードは 64 ビットです。容量

は 4KB です。 

[13-11 : TEMPTH2-0] 

TX FIFO内のデータワード数がこの数値以下になったとき、GMAC_TXFIFOレジスタのTEMPビットが‘1’

になります。 

[10-9 : TFULLTH1-0] 

TX FIFO 内の空きデータワード数がこの数値以下になったとき、GMAC_TXFIFO レジスタの TFULLビット

が‘1’になります。 
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No.9 7.3.4.7 RESETレジスタ（GMAC_RESET） 

GMAC_RESETレジスタの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-15 【7.3.4.7 RESET レジスタ（GMAC_RESET）】 

本レジスタは、ソフトウェアでギガビット・イーサネット MAC をリセットするトリガレジスタです。 

各ビットに 1 をセットすることでモジュールにリセットをかけることが可能です。1 をセットしリセット処

理完了後に各ビットは自動的に 0 に戻ります。 

7-16 【7.3.4.7 RESET レジスタ（GMAC_RESET）】 

本レジスタは、ソフトウェアでギガビット・イーサネット MAC をリセットするトリガレジスタです。 

各ビットに 1 をセットすることでモジュールにリセットをかけることが可能です。リセットが完了するまでの

時間は、下記のとおり MAC の動作モードに依存します。  

1Gbps (125MHz)動作時：60 ns  

100Mbps(25MHz)動作時：200 ns  

10Mbps (2.5MHz)動作時：2000 ns 
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No.10 7.3.4.9 RX FLOW CONTROLレジスタ（GMAC_FLWCTL） 

GMAC_FLWCTLレジスタの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-17 【7.3.4.9 RX FLOW CONTROL レジスタ（GMAC_FLWCTL）】 

本レジスタは、ポーズパケットの受信機能を制御するレジスタです。 

[31 : PPRXEN] 

1：ポーズパケットの受信機能を有効にします。 

0：ポーズパケットの受信機能を無効にします。 

7-18 【7.3.4.9 RX FLOW CONTROL レジスタ（GMAC_FLWCTL）】 

本レジスタは、ポーズパケット受信後の送信サスペンド機能を制御するレジスタです。 

本機能が有効の状態でポーズパケットを受信した場合、ポーズパケットで指定された時間だけ送信がサ

スペンドされます。

[31 : PPRXEN] 

1：ポーズパケット受信後の送信サスペンド機能を有効にします。 

0：ポーズパケット受信後の送信サスペンド機能を無効にします。 

No.11 7.3.4.10 PAUSEパケットレジスタ（GMAC_PAUSPKT） 

GMAC_PAUSPKTレジスタの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-17 【7.3.4.10 PAUSE パケットレジスタ（GMAC_PAUSPKT）】 

本レジスタは、ポーズパケットの送信を制御するレジスタです。 

PPR ビットに 1 を書き込むとポーズパケットの送信を開始できます。送信開始後、ポーズパケットの

送信が完了すると自動的に 0 になります。 

7-19 【7.3.4.10  PAUSE パケットレジスタ（GMAC_PAUSPKT）】 

本レジスタは、ポーズパケットの送信を制御するレジスタです。 

PPR ビットに 1 を書き込むと、PAUSE パケットデータレジスタ（GMAC_PAUSEn）に設定されたデータが送

信されます。送信が完了すると自動的に 0 になります。 

送出されるデータのフォーマットを、以下に示します。 
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No.12 7.3.4.12 RX FIFOステータス・レジスタ（GMAC_RXFIFO） 

GMAC_RXFIFOレジスタの RRTビットの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-19 【7.3.4.12 RX FIFO ステータス・レジスタ（GMAC_RXFIFO）】 

[29 : RRT] 

RX FIFO 内のデータが RX FIFO Read Threshold 以下になったとき‘1’となります。 

7-21 【7.3.4.12 RX FIFO ステータス・レジスタ（GMAC_RXFIFO）】 

[29 : RRT] 

RX FIFO 内のデータが RX FIFO Read Threshold 以上になったとき‘1’となります。 

No.13 7.3.4.13 TX FIFOステータス・レジスタ（GMAC_TXFIFO） 

GMAC_TXFIFOレジスタの修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-20 【7.3.4.13 TX FIFO ステータス・レジスタ（GMAC_TXFIFO）】 7-22 【7.3.4.13 TX FIFO ステータス・レジスタ（GMAC_TXFIFO）】 



RENESAS TECHNICAL UPDATE TN-RIN-A017A/J 発行日：2017 年 3 月 24日

(c) 2017. Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 14 of 86 

No.14 7.3.4.14 TCPIPACCレジスタ（GMAC_ACC） 

GMAC_ACCレジスタの RTCPIPENビットの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-21 【7.3.4.14 TCPIPACC レジスタ（GMAC_ACC）】 

[0 : RTCPIPEN] 

1：RX TCPIP Enable 

RX TCPIP アクセラレータを有効にします。 

0：RX TCPIP Disable  

RX TCPIP アクセラレータを完全に無効にします。 

MAC ヘッダ部の Padding も無効になります。 

7-23 【7.3.4.14 TCPIPACC レジスタ（GMAC_ACC）】 

[0 : RTCPIPEN] 

1：RX TCPIP Enable 

RX TCPIP アクセラレータを有効にします。 

0：RX TCPIP Disable  

RX TCPIP アクセラレータを完全に無効にします。 

MAC ヘッダ部の Padding は挿入されません。 

No.15 7.3.4.16 LPIモード制御レジスタ（GMAC_LPI_MODE） 

GMAC_LPI_MODEレジスタの説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-22 【7.3.4.16 LPI モード制御レジスタ（GMAC_LPI_MODE）】 

本レジスタは、LPI（Low Power Idle）モードの制御をするレジスタです。 

イーサネット・スイッチを経由した場合は、本レジスタで LPI モードに設定することは禁止です。

7-24 【7.3.4.16 LPI モード制御レジスタ（GMAC_LPI_MODE）】 

本レジスタは、LPI（Low Power Idle）モードの制御をするレジスタです。LPMEN ビットが 1 のとき、

GMAC_LPI_TIMING レジスタの LPRDEF ビットで設定した時間以上送信要求が無い場合に、自動的にリ

ンクパートナーに対し LPI 要求が発行されます。LPI 中に送信要求が発生した場合は LPI を終了し、

GMAC_LPI_TIMING レジスタの LPWTIME ビットで設定した時間が経過してからフレームが送信されます。

イーサネット・スイッチを経由した場合は、本レジスタで LPI モードに設定することは禁止です。
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No.16 7.3.4.18 受信 Buffer情報レジスタ（BUFID） 

BUFIDレジスタの説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-23 【7.3.4.18 受信 Buffer 情報レジスタ（BUFID）】 

本レジスタは、受信データが格納されたバッファのアドレス情報と、データのワード数を示すステータス

レジスタです。

7-25 【7.3.4.18 受信 Buffer 情報レジスタ（BUFID）】 

本レジスタは、受信 Buffer 情報（受信データの有無、受信データが格納されたバッファのアドレス、デー

タのワード数）を示すステータスレジスタです。受信 MACDMA の転送が完了すると、受信 Buffer 情報が

書き込まれ、最大 32 個保持されます。受信 Buffer 情報にデータが保持されていると、Ether MACDMA

受信完了割り込み（INTETHRXDMA）が発生します。この割り込みは、受信 Buffer 情報を読み出し、

NOEMP ビットが 0 になるまでの間、アクティブ状態を保持します。



RENESAS TECHNICAL UPDATE TN-RIN-A017A/J 発行日：2017 年 3 月 24 日

(c) 2017. Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 16 of 86 

No.17 7.4.1 ハードウェア・ファンクション 

ハードウェア・ファンクションの概略ブロック図を修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-28 【7.4.1 ハードウェア・ファンクション】 

図 7.3 ハードウェア・ファンクションの概略ブロック図 

7-30 【7.4.1 ハードウェア・ファンクション】 

Data
RAM

CPU

SYSC/R4/R5/R6/R7/R0/R1
Register

Buffer
RAM

DMAC

Buffer
Allocator
Buffer
RAM

MAC
DMAC

Ethernet
MAC

AHB

Communication Bus

AHB2DMA
(Bus Bridge)

図 7.3 ハードウェア・ファンクションの概略ブロック図 

No.18 7.4.1.1 初期設定 

初期設定フローの記載を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-29 【7.4.1.1 初期設定】 

<4> GMAC_RESET レジスタに 0x8000 0000 を設定し、ギガビット・イーサネット MAC を初期化

7-31 【7.4.1.1 初期設定】 

<4> R0 レジスタから、0x8000 0000 が読み出されるまで待ち、その後 R1 レジスタをダミーリード

<5> GMAC_RESET レジスタに 0x8000 0000 を設定し、ギガビット・イーサネット MAC を初期化
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No.19 7.4.1.3(1) 機能概要 

未確保のバッファ領域へアクセスした場合の動作を追記 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-30 【7.4.1.3(1) 機能概要】 

確保していない領域に書き込みを行った場合、書き込みは無視されます。 

7-32 【7.4.1.3(1) 機能概要】 

確保していない領域に書き込みを行った場合、CPU からの書き込みは無視されますが、ハードウェアフ

ァンクションの DMA がアクセスした場合には Exception が発生します。 

No.20 7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call一覧 

Buffer Allocatorの Hardware Function Callのエラー要因を追記 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-33 【7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call 一覧】 

（記載無し） 

7-35 【7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call 一覧】 

Hardware Function Call の一覧を以下に示します。 

Hardware Function Call の引数が不正である場合には、Invalid System Call を戻り値レジスタ R0 に返

します。 

No.21 7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call一覧 

HWFNC_Buffer_Returnの戻り値の説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-35 【7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.5 HWFNC_Buffer_Return]  

[R0[2:0] : Result] 

3’b00x: 成功 

3’b010: Invalid System Call 

3’b011: 対象アドレスはバッファ未定義 

3’b100: 対象アドレスのバッファは既に解放済み 

7-37 【7.4.1.3(2)(e) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.5 HWFNC_Buffer_Return] 

[R0[2:0] : Result] 

3’b00x: 成功 

3’b010: Invalid System Call 

3’b011: R4 で指定したアドレスはバッファ未定義 

3’b100: R5 で指定したアドレスは既にバッファ解放済み 
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No.22 7.4.1.4(2) 受信MAC DMA機能 

BUFIDの受信情報保持数の最大値の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-37 【7.4.1.4(2) 受信 MAC DMA 機能】 

BUFID は、CPU から読み出すことができ、最大 63 個の情報を蓄えることができます。 

7-39 【7.4.1.4(2) 受信 MAC DMA 機能】 

BUFID は、CPU から読み出すことができ、最大 32 個の情報を蓄えることができます。 

No.23 7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明 

受信MAC DMAの各機能の説明の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-38 【7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明】 

[バッファの全解放機能] 

② Rx Frame Control Word の解析の結果、受信したフレームが有効でも無効でもない場合

7-40 【7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明】 

[バッファの全解放機能] 

② 受信フレーム情報 の解析の結果、受信したフレームが HWFNC_MACDMA_RX_Control で

無効化されていた場合
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No.24 7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明 

「図 7.10 受信フレーム良否判定機能の概念図」の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-39 【7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明】 

[受信フレームの良否判定機能] 

受信フレームの良否を判定し、RX_VALID 割り込み、RX_ERR 割り込みを発行します。それぞれ複数の

発生要因を持ち、初期状態ではすべての要因で割り込みの発生が許可されています。 

HWFNC_MACDMA_RX_Control を実行することで、特定の要因を無効化することができます。 

図 7.10 受信フレーム良否判定機能の概念図 

7-41 【7.4.1.4(2)(a) 搭載されている各機能の説明】 

[受信フレームの良否判定機能] 

受信フレームの良否を判定し、RX_VALID（受信フレーム正常）割り込み、RX_ERR（Ether 受信フレーム・

エラー）割り込みを発行します。それぞれ複数の発生要因を持ち、初期状態ではすべての要因で割り込

みの発生が許可されています。

HWFNC_MACDMA_RX_Control を実行することで、特定の要因を無効化することができます。無効化され

た要因に該当するフレームは、バッファの全解放機能により破棄されます。

図 7.10 受信フレーム良否判定機能の概念図 
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No.25 7.4.1.4(2)(b) 使用方法 

レジスタのビット名を修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-40 【7.4.1.4(2)(b) 使用方法】 

[バッファ読み出しと解放手順の例] 

③ Read された BUFID の[15:0]は、獲得したバッファ先頭アドレスの[26:11]です。

獲得したバッファ先頭アドレスの各ビットは、以下のように構成されます。

[31:27] : 00001b

[26:19] : BUFID の[15:8]に相当（先頭アドレスの[26]は常に 1、[25:19]は LBID[6:0]）

[18:11] : BUFID の[ 7:0]に相当（常に 0）

[10: 0] :  常に 0

7-42 【7.4.1.4(2)(b) 使用方法】 

[バッファ読み出しと解放手順の例] 

③ Read された BUFID の[15:0]は、獲得したバッファ先頭アドレスの[26:11]です。

獲得したバッファ先頭アドレスの各ビットは、以下のように構成されます。

[31:27] : 00001b

[26:19] : BUFID の[15:8]に相当（先頭アドレスの[26]は常に 1、[25:19]は LLID[6:0]）

[18:11] : BUFID の[ 7:0]に相当（常に 0）

[10: 0] :  常に 0

No.26 7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call一覧 

HWFNC_MACDMA_RX_Enableの R7の説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-41 【7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.6 HWFNC_MACDMA_RX_Enable] 

7-43 【7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.6 HWFNC_MACDMA_RX_Enable] 
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No.27 7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call一覧 

HWFNC_MACDMA_RX_Disableの R7の説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-42 【7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.7 HWFNC_MACDMA_RX_Disable] 

7-44 【7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.7 HWFNC_MACDMA_RX_Disable] 

No.28 7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call一覧 

HWFNC_MACDMA_RX_Errstatの戻り値の説明の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-43 【7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.9 HWFNC_MACDMA_RX_Errstat] 

戻り値レジスタ 

R0[3:0] Result [0]: Buffer Get 失敗 

[1]: Rx Info FIFO Full 

[2]: Rx Data Size over 4096 word (16KB) 

[3]: 強制リセット有効で HWFNC_MACDMA_Rx_Disable を発行 

7-45 【7.4.1.4(2)(c) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.9 HWFNC_MACDMA_RX_Errstat] 

戻り値レジスタ 

R0[3:0] Result [0]: Buffer Get 失敗 

[1]: 常に 0 

[2]: 受信データが 4096 ワード（16KB）を超えている 

[3]: 強制リセット有効で HWFNC_MACDMA_Rx_Disable を発行 
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No.29 7.4.1.4(3)(d) Hardware Function Call一覧 

HWFNC_MACDMA_TX_Startの最大送信サイズの修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-46 【7.4.1.4(3)(ｄ) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.10 HWFNC_MACDMA_TX_Start] 
名称 HWFNC_MACDMA_TX_Start 

機能 Buffer Memory から Ethernet MAC にデータを転送します。送信ディスクリプの先頭アドレスを R4

に設定します。転送が終了すると割り込みが発生します。 

一度に転送できるバイト数は、1~16383 バイトです。 

7-48 【7.4.1.4(3)(ｄ) Hardware Function Call 一覧】 

[表 7.10 HWFNC_MACDMA_TX_Start] 
名称 HWFNC_MACDMA_TX_Start 

機能 Buffer Memory から Ethernet MAC にデータを転送します。送信ディスクリプタの先頭アドレスを R4

に設定します。転送が終了すると割り込みが発生します。 

一度に転送できるバイト数は、1～2048 バイトです。 

No.30 7.4.1.5(2)(a) バッファ RAM - データ RAM 間転送 

バッファ RAM - データ RAM 間転送の説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-47 【7.4.1.5(2)(a) バッファ RAM - データ RAM 間転送】 

バッファ RAM とデータ RAM 間の転送は、ハードウェア・ファンクション HWFNC_Direct Memory Transfer

を発行することで開始されます。コマンド発行後は、ハードウェア・ファンクションの完了待ちを行い、戻

り値からエラーなどを確認します。 

7-49 【7.4.1.5(2)(a) バッファ RAM - データ RAM 間転送】 

バッファ RAM とデータ RAM 間の転送は、ハードウェア・ファンクション HWFNC_Direct_Memory_Transfer

を発行することで開始されます。コマンド発行後は、R0 レジスタの bit29 から、ハードウェア・ファンクショ

ン・コールの発行が完了したことを確認してください。この時点で DMA 転送は完了しています。

No.31 7.4.1.5(2)(b) バッファ RAM またはデータ RAM のデータ置換 

バッファ RAM またはデータ RAM のデータ置換の説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-47 【7.4.1.5(2)(b) バッファ RAM またはデータ RAM のデータ置換】 

書き込みを行う領域と書き込みサイズは、128 ビット境界である必要があります。 

7-49 【7.4.1.5(2)(b) バッファ RAM またはデータ RAM のデータ置換】 

書き込みを行う領域と書き込みサイズは、128 ビット境界である必要があります。コマンド発行後は、R0

レジスタの bit29 から、ハードウェア・ファンクション・コールの発行が完了したことを確認してください。こ

の時点でデータ・パターンの書き込みは完了しています。
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No.32 7.4.1.5(2)(c) バッファ RAM - バッファ RAM 間転送 

バッファ RAM - バッファ RAM 間転送の説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-47 【7.4.1.5(2)(c) バッファ RAM - バッファ RAM 間転送】 

バッファ RAM からバッファ RAM へのデータ転送を行うことができます。 

7-49 【7.4.1.5(2)(c) バッファ RAM - バッファ RAM 間転送】 

バッファ RAM からバッファ RAM へのデータ転送を行うことができます。コマンド発行後は、R0 レジスタ

の bit29 から、ハードウェア・ファンクション・コールの発行が完了したことを確認してください。ただし、こ

の時点では DMA 転送は完了していません。DMA 転送の完了は、Interbuffer DMA 転送完了割り込み

が発生したことで確認してください。 

No.33 7.4.1.5(2)(d) Hardware Function Call 一覧 

Hardware Function Callの名称を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-48 【7.4.1.5(2)(d) Hardware Function Call 一覧】 7-50 【7.4.1.5(2) (d) Hardware Function Call 一覧】 

No.34 7.4.1.5(2)(d) Hardware Function Call 一覧 

HWFNC_Direct_Memory_Replaceの説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-49 【7.4.1.5(2) (d) Hardware Function Call 一覧】 7-51 【7.4.1.5(2) (d) Hardware Function Call 一覧】
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No.35 7.4.2 割り込み機能 

TX-FIFOエラー割り込みの説明の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-51 【7.4.2 割り込み機能】 

[表 7.16 送信動作に関する割り込み] 

割り込み名称 シンボル 発生条件／クリア条件 

TX FIFO エラー割り込み INTETHTXFIFOERR GMAC_TXID/GMAC_TXRESULT レジスタが最大個数（4 個）の情報を

保持した状態で、さらに情報の更新が起きた場合に発生します。このエ

ラーが発生した時点で、保持されていた情報の中で一番古いものが上書

きされていますので、ご注意ください。

GMAC_TXID/GMAC_TXRESULT レジスタを読み出すことで、保持され

ていた情報がクリアされ、通常動作に戻ることができます。

パルスで発生するため、要因のクリア処理は不要です。

7-53 【7.4.2 割り込み機能】 

[表 7.16 送信動作に関する割り込み] 

割り込み名称 シンボル 発生条件／クリア条件 

TX FIFO エラー割り込み INTETHTXFIFOERR GMAC_TXID/GMAC_TXRESULT レジスタが最大個数（4 個）の情報を保

持した状態で、さらに情報の更新が起きた場合に発生します。このエラー

が発生した時点で、保持されていた情報の中で一番古いものが上書きされ

ていますので、ご注意ください。 

GMAC_TXFIFO.TRBFR ビットの値が 0 になるまで

GMAC_TXID/GMAC_TXRESULT レジスタを読み出すことで、保持されて

いた情報がクリアされ、通常動作に戻ることができます。 

No.36 7.4.2 割り込み機能 

「表 7.18 その他の動作に関する割り込み」の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-52 【7.4.2 割り込み機能】 

[表 7.18 その他の動作に関する割り込み] 

割り込み名称 シンボル 発生条件／クリア条件 

Ether MII マネージメント・ 

アクセス完了割り込み

INTETHMIICMP MII マネージメントバスへのリードまたはライトが完了した場合に発

生します。パルスで発生するため、要因のクリア処理は不要です。 

Ether ポーズ・パケット送信 

完了割り込み 

INTETHPAUSEC
MP 

ポーズ・パケットの送信が終了した場合に発生します。パルスで発生

するため、要因のクリア処理は不要です。 

7-54 【7.4.2 割り込み機能】 

[表 7.18 その他の動作に関する割り込み] 

割り込み名称 シンボル 発生条件／クリア条件 

Ether MII マネージメント・ 

アクセス完了割り込み

INTETHMII MII マネージメントバスへのリードまたはライトが完了した場合に発生

します。パルスで発生するため、要因のクリア処理は不要です。 

Ether ポーズ・パケット送信 

完了割り込み 

INTETHPAUSE ポーズ・パケットの送信が終了した場合に発生します。パルスで発生す

るため、要因のクリア処理は不要です。 

InterBuffer DMA 転送完了 

割り込み 

INTBUFDMA バッファ RAM間の DMA転送が完了した場合に発生します。 

パルスで発生するため、要因のクリア処理は不要です。 

InterBuffer DMA 転送エラー 

割り込み 

INTBUFDMAERR バッファ RAM間の DMA転送中に、獲得されていないバッファ領域へア

クセスした場合に発生します。

パルスで発生するため、要因のクリア処理は不要です。
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No.37 7.4.3.1 送信処理用バッファの獲得 

R0の戻り値の説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-54 【7.4.3.1 送信処理用バッファの獲得】 7-56 【7.4.3.1 送信処理用のバッファの獲得】 
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No.38 7.4.3.2 送信データの作成 

送信フレーム制御情報とイーサネットフレームの配置を明示 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-55 【7.4.3.2 送信データの作成】 

図 7.13 送信データ・フォーマット 

7-57 【7.4.3.2 送信データの作成】 

図 7.13 送信データ・フォーマット 
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No.39 7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報 

送信フレーム制御情報の TX_WORD、ICRC、APADの修正, TCPIP ACC OFFに注 2を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-56 【7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報】 7-58 【7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報】 
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No.40 7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報 

送信フレーム制御情報の送信サイズ計算式の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-56 【7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報】 

TX_LENGH [14:0] = (TX Frame Size – 2 + 3) (bytes) 

7-59 【7.4.3.2(1) 送信フレーム制御情報】 

TCPIPACC Pad Size は、送信 TCPIP アクセラレータ機能が有効（GMAC_ACC.TTCPIPEN=1）の場合

は 2、無効の場合は 0 です。  

TX_LENGH [14:0] = (TX Frame Size – TCPIPACC Pad Size + 3) (bytes) 

No.41 7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム 

送信イーサネット・フレームのデータ形式の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-56 【7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム】 

送信されるイーサネット・フレームの各フィールドの説明を以下に示します。 

項目 説明 

Destination MAC Address 宛先の MAC アドレス 

Source MAC Address 送信元の MAC アドレス 

Type Ethernet Type 

Frame Payload ペイロード 

7-59 【7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム】 

送信するイーサネット・フレームのデータ形式と、各フィールドの説明を以下に示します。 

項目 説明 

Destination MAC Address 宛先の MAC アドレス 

Source MAC Address 送信元の MAC アドレス 

Type / Length Ethernet Type or Length 

VLAN Tag Tag Protocol Identifier。VLAN Tag を含む場合に使用されます。 

VLAN Info Tag Control Information。VLAN Tag を含む場合に使用されます。 

Frame Payload ペイロード 

No.42 7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム 

送信イーサネット・フレームのデータ形式のパターン追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-56 【7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム】 

(記載無し) 

7-60

～

7-61

【7.4.3.2(2) イーサネット・フレーム】 

(a) 送信 TCPIP アクセラレータ機能が有効の場合

(b) 送信 TCPIP アクセラレータ機能が無効の場合
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No.43 7.4.3.3 送信処理用ディスクリプタの作成 

送信処理用ディスクリプタの制限事項の修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-58 【7.4.3.3 送信処理用ディスクリプタの作成】 

なお、この機能は以下の制約事項、制限事項があります。 

◆ Linked Long Buffer を Release Bit = 1 でディスクリプタに指定した場合

・Descriptor で指定したアドレスを含む Buffer だけが解放されます

・Link された Buffer を追いかけて解放することはしません

7-62 【7.4.3.3 送信処理用ディスクリプタの作成】 

(削除) 

No.44 7.4.3.5 送信処理の完了 

送信処理完了時の説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-58 【7.4.3.5 送信処理の完了】 

送信完了割り込みを発生することで送信が完了します。 

7-63 【7.4.3.5 送信処理の完了】 

DMAの転送が完了するとEther MACDMA送信完了割り込みが発生し、MACの送信が完了するとEther 

送信完了割り込みが発生します。 

No.45 7.4.4.5 受信データ・フォーマット 

受信データ・フォーマットのアラインメントの記載修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-60 【7.4.4.5 受信データ・フォーマット 】 

受信フレーム情報は ワード境界から始まるため、イーサネット・フレームの最後の Padding サイズは、

フレームサイズに応じて変化します。

7-65 【7.4.4.5 受信データ・フォーマット 】 

受信フレーム情報は 64 ビット境界から始まるため、イーサネット・フレームの次の Padding サイズは、フ

レームサイズに応じて変化します。
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No.46 7.4.4.5 受信データ・フォーマット 

イーサネットフレームと受信フレーム情報の配置を明示

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-60 【7.4.4.5 受信データ・フォーマット 】 

図 7.15 受信データ・フォーマット（TCP/IP、UDP/IP パケットではないフレームの場合） 

図 7.16 受信データ・フォーマット（TCP/IP、UDP/IP パケットを含むフレームの場合） 

7-65 【7.4.4.5 受信データ・フォーマット 】 

図 7.20 受信データ・フォーマット 
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No.47 7.4.4.5(1) 受信フレーム情報 

受信フレーム情報の図を追加、FIFOFULLのビット名変更 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-62 【7.4.4.5 受信データ・フォーマット 】 

（記載なし） 

7-66 【7.4.4.5(1) 受信フレーム情報】 
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No.48 7.4.4.5(1) 受信フレーム情報 

受信フレーム情報の各フィールドの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-62 【7.4.4.5(1) 受信フレーム情報】 

[IPV6NG] 

‘1’のとき IPv6 拡張ヘッダの解析に失敗したことを示します。 

[OUT_OF_LIST] 

‘1’のとき IPv6 の場合拡張ヘッダリスト外のプロトコル番号を検出したことを示します。 

[VTAG] 

‘1’のとき VTAG 付きパケットを示します。 

[FIFOFULL] 

‘1’のとき受信 FIFO が Full であることを示します。 

7-67 【7.4.4.5(1) 受信フレーム情報】 

[IPV6NG] 

‘1’のとき IPv6 拡張ヘッダが、ルーティング、Hop-by-Hop、Destination Opt、のいずれかであり、かつ、

ヘッダ長フィールドの値が不正であることを示します。

[OUT_OF_LIST] 

‘1’のとき IPv6 の拡張ヘッダで下記リスト外のプロトコル番号を検出したことを示します。 

0x06（TCP ヘッダ）  

0x11（UDP ヘッダ）  

0x00（Hop-by-Hop）  

0x3C（Destination Opt）  

0x2C（フラグメント）  

0x2B（ルーティング）  

0x3B（ノーネクストヘッダ）  

0x32（ESP ヘッダ）  

0x33（AH ヘッダ） 

[VTAG] 

‘1’のとき VLAN Tag を含むパケットを示します。 

[FIFOOVF] 

‘1’のとき受信中に FIFO がオーバフローしたことを示します。このとき、受信フレームのデータは欠損し

ている可能性があります。 

[IPNG, TCPNG, IPV6NG, OUT_OF_LIST, TYPEIP, MAACL, PPPOE, VTAG] 

注 2 を追加 
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No.49 7.4.4.5(1) 受信フレーム情報 

受信フレーム情報の受信バイト数に関する注釈の変更、TCPIPアクセラレータを無効にした場合の注釈追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-62 【7.4.4.5(1) 受信フレーム情報】 

[注] 

Ethernet フレームの FCS（4byte）と、ギガビット・イーサネット MAC が挿入する MAC ヘッダの Padding

（2byte）も受信バイト数に含まれます。 

7-68 【7.4.4.5(1) 受信フレーム情報】 

[注 1] 

Ethernet フレームの FCS（4byte）と、受信 TCPIP アクセラレータ機能が挿入する MAC ヘッダの Padding

（2byte）も受信バイト数に含まれます。 

[注 2] 

TCPIP アクセラレータを無効にしている場合、これらのフィールドの値は無効です。 

No.50 7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム 

受信イーサネット・フレームのフォーマットの説明を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-64 【7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム】 

項目 説明 

Destination MAC Address 宛先の MAC アドレス。 

イーサネット・スイッチ・マネージメント TAG 制御レジスタ（ETHSWMTC）で、マネ

ージメント・タグの挿入が許可されている場合には、マネージメント TAG 情報が格納さ

れます。 

Source MAC Address 送信元の MAC アドレス 

Type Ethernet Type 

Frame Payload ペイロード 

FCS フレーム・チェック・シーケンス 

7-69 【7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム】 

項目 説明 

Destination MAC Address 宛先の MAC アドレス。 

イーサネット・スイッチ・マネージメント TAG 制御レジスタ（ETHSWMTC）で、マネー

ジメント・タグの挿入が許可されている場合には、マネージメント TAG 情報が格納され

ます。 

Source MAC Address 送信元の MAC アドレス 

VLAN Tag Tag Protocol Identifier。VLAN Tag を含む場合に使用されます。 

VLAN Info Tag Control Information。VLAN Tag を含む場合に使用されます。 

Type / Length Ethernet Type or Length 

Frame Payload ペイロード 

FCS フレーム・チェック・シーケンス 

受信TCPIPアクセラレータ機能が有効で、受信パケットに TCP/UDPを含む場合には、FCS

フィールドが TCP/UDPのチェックサム値で上書きされます。このチェックサム値は、フ

ラグメント化された TCP/UDPパケットの合計チェックサム値の計算に利用できます 
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No.51 7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム 

マネージメントタグ有効時に受信したフレームの宛先MACアドレスの復元の注意

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-64 【7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム】 

(a) マネージメント・タグの挿入が許可されている場合

イーサネット・スイッチ・マネージメント TAG 制御レジスタ（ETHSWMTC）で、マネージメント・タグの挿入

が許可されている場合、Destination MAC Address[47:0]のフィールドは、以下のように使用されます。

(記載無し） 

7-70 【7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム】 

イーサネット・スイッチ・マネージメント TAG 制御レジスタ（ETHSWMTC）で、マネージメント・タグの挿入が

許可されている場合、Destination MAC Address[47:0]のフィールドは、以下のように使用されます。

[注意] 

GMAC_RXMODE レジスタの AFILLTEREN ビットが 1 の場合、MAC Add Entry フィールドの値が無効にな

るため、Destination MAC Address の復元はできません。 

No.52 7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム 

受信イーサネット・フレームのデータ形式のパターン追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-64 【7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム】 

(記載無し） 

7-71

～

7-73

【7.4.4.5(2) イーサネット・フレーム】 

(a) 受信 TCPIP アクセラレータ機能が有効かつ TCP/UDP パケットを含まない場合

(b) 受信 TCPIP アクセラレータ機能が有効かつ TCP/UDP パケットを含む場合

(c) 受信 TCPIP アクセラレータ機能が無効の場合

No.53 7.4.5 TCPIPアクセラレータ機能 

TCPIPアクセラレータ機能の説明を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

- (記載なし) 7-74

～

7-75

【7.4.5 TCPIP アクセラレータ機能】 
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No.54 7.5.1 送信フレーム内のMACヘッダ部に対するパディングの追加 

送信フレーム内のMACヘッダ部のパディングに関する補足 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

7-65 【7.5.1 送信フレーム内の MAC ヘッダ部に対するパディングの追加】 

ギガビット・イーサネット MAC では、ワード単位でデータを扱うために、通常 14 バイトの MAC ヘッダに

2 バイトのパディングを加えて、送信フレームを構成しています。 

ただし、実際にはこのパディングが送信されることはありません。したがって、送信フレームのデータサ

イズにも含まれないので、ご注意ください。

7-76 【7.5.1 送信フレーム内の MAC ヘッダ部に対するパディングの追加】 

ギガビット・イーサネット MAC では、TCPIP アクセラレータがデータを扱うために、通常 14 バイトの MAC

ヘッダに 2 バイトのパディングを加えて、送信フレームを構成しています。

ただし、実際にはこのパディングが送信されることはありません。したがって、送信フレームのデータサイ

ズにも含まれないので、ご注意ください。

詳細は、「7.4.5.1 TCPIP アクセラレータを使った送信」を参照してください。

No.55 7.5.2 受信時のチェックサム計算結果の誤判定 

受信 TPCPIPアクセラレータ機能に関する注意事項を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

- (記載なし) 7-76 【7.5.2 受信時のチェックサム計算結果の誤判定】 

No.56 7.5.3 受信 FIFOオーバーフロー発生時の受信フレーム情報の誤り 

受信 FIFOオーバーフロー発生時の問題と回避策を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

- (記載なし) 7-76

～

7-80

【7.5.3 受信 FIFO オーバーフロー発生時の受信フレーム情報の誤り】 

No.57 7.5.4 Paddingを含む 64byteを超えるフレーム受信時の受信フレーム情報の誤り 

Paddingを含む 64ybteを越えるフレーム受信時の問題と回避策を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

- (記載なし) 7-80

～

7-81

【7.5.4 Padding を含む 64byte を超えるフレーム受信時の受信フレーム情報の誤り】 
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No.58 8.2 特徴 

イーサネット・スイッチの割り込み信号、入出力信号を追加

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

8-2 【8.2 特徴】 

(記載なし) 

8-2 【8.2 特徴】 

イーサネット・スイッチの割り込み信号 

例外 

番号 
名称 発生要因 

接続先 

NVIC 
HW- 

RTOS 
DMAC 

Real 
Time 
Port 

Timer 

54 INTETHSW Ether SWITCH タイマ割り込み ○ ○ ○ ○ ○ 

55 INTETHSWDLR Ether SWITCH DLR 割り込み ○ ○ ○ ○ ○ 

56 INTETHSWSEC Ether SWITCH SEC 割り込み ○ ○ ○ ○ ○ 

イーサネット・スイッチの入出力信号（MII端子を除く）

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ 

ETHSWSECOUT 出力 EtherSwitch の 1 秒毎のイベント出力 P24 High 

No.59 10.1 特徴 

端子機能の表記統一 

重複した説明を削除 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-1

～

10-2

【10.1 特 徴】 

○WAITZ 信号制御機能

最大 4 本の WAITZ 信号を入力可能

WAIT 信号のアクティブ・レベルを変更可能

○BUSCLK 信号マスク機能

CSZx 信号がアクティブ時のみ BUSCLK 信号出力

CS 信号がアクティブ時のみ出力

○ライト・イネーブル制御機能

WRZx 信号を CSZx 信号アクティブ期間中はアクティブ状態を保持

○リード・タイミング制御機能：リード・データおよび WAIT 信号

BUSCLK の立上りでリード・データおよび WAITZx 信号を取り込み

BUSCLK の立下りでリード・データおよび WAITZx 信号を取り込み

10-1

～

10-2

【10.1 特 徴】 

○ウエイト信号制御機能

最大 4 本のウエイト信号（WAITZ、WAITZ1-WAITZ3）を入力可能

ウエイト信号のアクティブ・レベルを変更可能

○BUSCLK 信号マスク機能

CSZ0-CSZ3 信号がアクティブ時のみ BUSCLK 信号出力

○ライト・イネーブル制御機能

WRZ0-WRZ3 信号を CSZ0-CSZ3 信号アクティブ期間中はアクティブ状態を保持

○リード・タイミング制御機能：リード・データおよびウエイト信号

BUSCLK の立上りでリード・データおよびウエイト信号（WAITZ、WAITZ1-WAITZ3）を取り込み

BUSCLK の立下りでリード・データおよびウエイト信号（WAITZ、WAITZ1-WAITZ3）を取り込み
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No.60 10.2 制御レジスタ 

レジスタ名および略号を修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-3 【10.2 制御レジスタ】 10-3 【10.2 制御レジスタ】 
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No.61 10.2.1 ウエイト信号選択レジスタ（WAITZSEL） 

レジスタ名を変更

端子機能の表記統一

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-4

10-5

【10.2.1 WAITZ 選択レジスタ（WAITZSEL）】 10-4

10-5

【10.2.1 ウエイト信号選択レジスタ（WAITZSEL）】 
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No.62 10.2.2 同期式バースト・アクセスMEMC領域選択レジスタ（SMADSEL0-3） 

SMADSEL2のアドレスを修正 

注意事項の表記を変更 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-6 【10.2.2 同期式バースト・アクセス MEMC 領域選択レジスタ（SMADSEL0-3）】 

注意 

   本レジスタ設定中は MEMC 領域へのアクセスは全て禁止です。プログラム等は他の領域に格納し

実行してください。 

10-6 【10.2.2 同期式バースト・アクセス MEMC 領域選択レジスタ（SMADSEL0-3）】 

注意 

  本レジスタの設定は、外部メモリ領域（1000_0000H～1FFF_FFFFH）へアクセスしていない時に 

行ってください。プログラム等は他の領域に格納し実行してください。 
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No.63 10.2.2 同期式バースト・アクセスMEMC領域選択レジスタ（SMADSEL0-3） 

注意事項の表記を変更 

備考 2を追記 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-7 【10.2.2 同期式バースト・アクセス MEMC 領域選択レジスタ（SMADSEL0-3）】 10-7 【10.2.2 同期式バースト・アクセス MEMC 領域選択レジスタ（SMADSEL0-3）】 
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No.64 10.2.3 バス・クロック分周設定レジスタ（BCLKSEL） 

レジスタ名を変更

説明の補足、不要な説明を削除

外部メモリ領域を明示

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-8 【10.2.3 BUSCLK 分周設定レジスタ（BCLKSEL）】 

  同期式バースト・アクセス MEMC 使用時に、外部メモリ・インタフェース用の BUSCLK を分周するた

めのレジスタです。2 分周から 6 分周まで設定可能です。MEMCSEL 端子のレベルによって初期値が

異なります。 

注意 2 

  本レジスタ設定中は MEMC 領域へのアクセスは全て禁止です。プログラム等は他の領域に格納し

実行してください。 

10-8 【10.2.3 バス・クロック分周設定レジスタ（BCLKSEL）】 

  同期式バースト・アクセス MEMC 使用時に、内部バス・クロックおよび BUSCLK 端子（100MHz）を分周

するためのレジスタです。2 分周から 6 分周まで設定可能です。 

注意 2 

  本レジスタの設定は、外部メモリ領域（1000_0000H～1FFF_FFFFH）へアクセスしていない時に行ってく

ださい。プログラム等は他の領域に格納し実行してください。 
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No.65 10.2.4 同期式バースト・アクセスMEMC動作モード設定レジスタ（SMCMD） 

見出し、レジスタ略号を修正 

SMCCLKTHビットの説明を修正 

外部メモリ領域を明示 

端子機能の表記統一 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-9 【10.2.4 同期式バースト・アクセス MEMC 動作設定レジスタ（SMC352MD）】 

注意 2 

  本レジスタ設定中は MEMC 領域へのアクセスは全て禁止です。プログラム等は他の領域に格納し

実行してください。 

10-9 【10.2.4 同期式バースト・アクセス MEMC 動作モード設定レジスタ（SMCMD）】 

注意 2 

  本レジスタの設定は、外部メモリ領域（1000_0000H～1FFF_FFFFH）へアクセスしていない時に行ってく

ださい。プログラム等は他の領域に格納し実行してください。 
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No.66 10.2.5 同期式バースト・アクセスMEMCダイレクト・コマンド・レジスタ（DIRECTCMD） 

見出し、レジスタ名、略号を修正 

レジスタ略号修正に伴い備考を追加

端子機能の表記統一

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-10 【10.2.5 同期式バースト・アクセス MEMC ダイレクト・コマンド・レジスタ（DIRECT_CMD）】 

サイクル設定レジスタ（SET_CYCLE）およびモード設定レジスタ（SET_OPMODE）の値を各 CS 領域

のサイクル設定レジスタ（SET_CYCLE）、モードレジスタ（SET_OPMODE）へ設定するレジスタです。本

レジスタに書き込むことにより、設定値が各 CS のレジスタへ反映されます。

10-10 【10.2.5 同期式バースト・アクセス MEMC ダイレクト・コマンド・レジスタ（DIRECTCMD）】 

 同期式バースト・アクセス MEMC サイクル設定レジスタ（SETCYCLES）および同期式バースト・アクセ

ス MEMC モード設定レジスタ（SETOPMODE）の値を各チップ・セレクト領域の同期式バースト・アクセス

MEMC CSZn サイクル・レジスタ（SRAM_CYCLES0_n）、同期式バースト・アクセス MEMC CSZn モード・

レジスタ（OPMODE0_n）へ設定するレジスタです。本レジスタに書き込むことにより、設定値が各チップ・

セレクトのレジスタへ反映されます。
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No.67 10.2.6 同期式バースト・アクセスMEMCサイクル設定レジスタ（SETCYCLES） 

見出し、レジスタ名、レジスタ略号を修正 

端子機能の表記統一 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-11 【10.2.6 同期式バースト・アクセス MEMC サイクル設定レジスタ（SET_CYCLE）】 

  SRAM アクセス時の各種サイクル設定を行います。設定値を反映するには、本レジスタおよび 

SMC モード設定レジスタに値をセットしてから SMC ダイレクト・コマンド・レジスタにて各 CS へ値を

反映してください。 

10-11 【10.2.6 同期式バースト・アクセス MEMC サイクル設定レジスタ（SETCYCLES）】 

  SRAM アクセス時の各種サイクル設定を行います。設定値を反映するには、本レジスタおよび同期式

バースト・アクセス MEMC モード設定レジスタ（SETOPMODE）に値をセットしてから同期式バースト・ア

クセス MEMC ダイレクト・コマンド・レジスタ（DIRECTCMD）にて各チップ・セレクトへ値を反映してくださ

い。
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No.68 10.2.6 同期式バースト・アクセスMEMCサイクル設定レジスタ（SETCYCLES） 

T_WC、T_RCビットの注を注 2に移動 

T_CEOE、T_WC、T_RCビットに補足を追加 

端子機能の表記統一 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-12 【10.2.6 同期式バースト・アクセス MEMC サイクル設定レジスタ（SET_CYCLE）】 10-12 【10.2.6 同期式バースト・アクセス MEMC サイクル設定レジスタ（SETCYCLES）】 
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No.69 10.2.7 同期式バースト・アクセスMEMCモード設定レジスタ（SETOPMODE） 

見出し、レジスタ名、レジスタ略号を修正 

ADVビットの説明を修正 

WR_BLビットの注意事項を注として移動 

端子機能の表記統一 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-13 【10.2.7 同期式バースト・アクセス MEMC モード設定レジスタ（SET_OPMODE）】 

  SRAM アクセス時の各種モード設定を行います。設定値を反映するには、本レジスタおよび SMC 

サイクル設定レジスタに値をセットしてから SMC ダイレクト・コマンド・レジスタにて各 CS へ値を反映

してください。

10-13 【10.2.7 同期式バースト・アクセス MEMC モード設定レジスタ（SETOPMODE）】 

  SRAM アクセス時の各種モード設定を行います。設定値を反映するには、本レジスタおよび同期式バ

ースト・アクセス MEMC サイクル設定レジスタ（SETCYCLES）に値をセットしてから同期式バースト・アク

セス MEMC ダイレクト・コマンド・レジスタ（DIRECTCMD）にて各チップ・セレクトへ値を反映してください。
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No.70 10.2.7 同期式バースト・アクセスMEMCモード設定レジスタ（SETOPMODE） 

RD_BLビットの注意事項を注として移動 

端子機能の表記統一 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-14 【10.2.7 同期式バースト・アクセス MEMC モード設定レジスタ（SET_OPMODE）】 10-14 【10.2.7 同期式バースト・アクセス MEMC モード設定レジスタ（SETOPMODE）】 
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No.71 10.2.8 同期式バースト・アクセスMEMCリフレッシュ設定レジスタ（REFRESH0） 

見出し、レジスタ名、レジスタ略号、ビット名を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-15 【10.2.8 同期式バースト・アクセス MEMC リフレッシュ設定レジスタ（REF_PERIOD0）】 10-15 【10.2.8 同期式バースト・アクセス MEMC リフレッシュ設定レジスタ（REFRESH0）】 

No.72 10.2.9 同期式バースト・アクセスMEMC CSZnサイクル・レジスタ（SRAM_CYCLES0_n） 

レジスタ名、レジスタ略号を修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-16 【10.2.9 同期式バースト・アクセス MEMC CSn サイクル・レジスタ（SRAM_CYCLES0_n）】 

各ビットは SMC サイクル設定レジスタと同じとなります。 

10-16 【10.2.9 同期式バースト・アクセス MEMC CSZn サイクル・レジスタ（SRAM_CYCLES0_n）】 

各ビットは同期式バースト・アクセス MEMC サイクル設定レジスタ（SETCYCLES）で設定した情報を読

み出せます。 
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No.73 10.2.10 同期式バースト・アクセス MEMC CSZn モード・レジスタ（OPMODE0_n） 

レジスタ名、レジスタ略号を修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-17 【10.2.10 同期式バースト・アクセス MEMC CSn モード・レジスタ（OPMODE0_n）】 

下位 16 ビットは同期式バースト・アクセス MEMC モード設定レジスタの値を参照できます。 

10-17 【10.2.10 同期式バースト・アクセス MEMC CSZn モード・レジスタ（OPMODE0_n）】 

下位 16 ビットは同期式バースト・アクセス MEMC モード設定レジスタ（SETOPMODE）の値を参照でき

ます。
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No.74 10.2.11 レジスタ設定手順 

レジスタ略号を修正

未サポートのレジスタ(DMCBUFMD)を削除

端子機能の表記統一

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-18 【10.2.11 レジスタ設定手順】 10-18 【10.2.11 レジスタ設定手順】 
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No.75 10.3.1 バス・クロック制御機能 

章見出し、構成を変更 

レジスタ略号を修正

BUSCLKマスク機能の動作説明図を分割

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-19 【10.3.1 バス・クロック選択機能】 

  同期式バースト・アクセス MEMC 使用時に、外部メモリ・インタフェース用のバス・クロック（BUSCLK）

をシステム・クロック（100MHz）を分周して動作させることができます。初期値は 6 分周に設定され、2

分周から 6 分周まで設定可能です。このバス・クロックは、同期 SRAM をアクセス中注のみ出力される

クロックです。

  また、バス・クロック（BUSCLK）の出力期間は、SMC352MD レジスタの設定値によってチップセレクト

（CSZn）が有効な間だけ出力させることができます。 

10-19 【10.3.1 バス・クロック制御機能】 

(1) BUSCLK 分周機能

同期式バースト・アクセスMEMC使用時に、外部メモリ・インタフェース用のバス・クロック（BUSCLK）を

システム・クロック（100MHz）を分周して動作させることができます。初期値は 6 分周に設定され、2 分周

から 6 分周まで設定可能です。このバス・クロックは、同期 SRAM にアクセス中注のみ出力されるクロック

です。

(2) BUSCLK マスク機能

また、バス・クロック（BUSCLK）の出力期間は、SMCMD レジスタの設定値によってチップ・セレクト

（CSZn）が有効な間だけ出力させることができます。 
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No.76 10.3.2 アドレス出力機能 

外部アドレス端子名とアドレス空間サイズを修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-20 【10.3.2 アドレス出力機能】 

  同期式バースト・アクセス MEMC の外部メモリへのアドレス出力は、外部バス幅によって出力され

る信号が異なり、バス幅に関係なく A1 端子から有効となるアドレスが出力されます。 

10-20 【10.3.2 アドレス出力機能】 

  同期式バースト・アクセス MEMC の外部メモリへのアドレス出力は、外部バス幅によって出力される

信号が異なり、バス幅に関係なく MA1 端子から有効となるアドレスが出力されます。 

No.77 10.3.3 アドレス／データ・マルチプレクス機能 

アドレス/データ・マルチプレクス機能説明の表を追加

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-20 【10.3.3 アドレス／データ・マルチプレクス機能】 10-20 【10.3.3 アドレス／データ・マルチプレクス機能】 
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No.78 10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能 

レジスタ略号を修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-21 【10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能】 

本機能を有効にする場合には、SMC352MD レジスタの SMCWETH ビットをセット（1）します。 

10-21 【10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能】 

本機能を有効にする場合には、SMCMD レジスタの SMCWETH ビットをセット（1）します。 

No.79 10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能 

レジスタ略号を修正

備考を追加

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-21 【10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能】 10-21 【10.3.4 ライト・イネーブル（WRZn）信号拡張機能】 

図 10.4 ライト・イネーブル信号の動作 
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No.80 10.3.5 リード・データ・タイミング制御 

レジスタ略号を修正

備考の追加および修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-22 【10.3.5 リード・データ・タイミング制御】 10-22 【10.3.5 リード・データ・タイミング制御】 

図 10.5 リード・データ・タイミング制御 
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No.81 10.3.6 ウエイト信号制御機能 

端子機能の表記統一 

備考を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-23 【10.3.6 WAITZ 信号制御機能】 

  同期式バースト・アクセス MEMC には、各チップ・セレクト領域用に外部ウェイト入力（WAITZn）端子

を最大 4 本搭載します。各外部ウェイト入力端子は、チップ・セレクト領域のどの領域に割り当てるかを

WAITZSEL レジスタで設定します。また、1 つの WAITZ 端子に４つのチップ・セレクト領域を割り当てる

ことも可能です。 

(1) 接続例 1

外部デバイスを 4 個接続。WAIT 信号は Wired OR にて WAITZ にまとめて接続

10-23 【10.3.6 ウエイト信号制御機能】 

  同期式バースト・アクセス MEMC には、各チップ・セレクト領域用に外部ウエイト入力（WAITZ、

WAITZ1-3）端子を最大 4 本搭載します。各外部ウエイト入力端子は、チップ・セレクト領域のどの領域に

割り当てるかを WAITZSEL レジスタで設定します。また、1 つのウエイト端子に 4 つのチップ・セレクト領

域を割り当てることも可能です。 

  なお、R-IN32M3 と外部デバイスとの外部メモリ・インタフェース端子の接続方法に関しては

「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル ボード設計編」を参照してください。 

(1) 接続例 1

外部デバイスを 4 個接続。ウエイト信号は Wired OR にて WAITZ にまとめて接続。
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No.82 10.3.6 ウエイト信号制御機能 

端子機能の表記統一 

備考を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-24 【10.3.6 WAITZ 信号制御機能】 

(2) 接続例 2

外部デバイスを 4 個接続、WAIT 信号は１対１に接続

10-24 【10.3.6 ウエイト信号制御機能】 

(2) 接続例 2

外部デバイスを 4 個接続、ウエイト信号は 1 対 1 に接続。
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No.83 10.3.6 ウエイト信号制御機能 

端子機能の表記統一 

備考 2を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-25 【10.3.6 WAITZ 信号制御機能】 

(3) 接続例 3

外部デバイスを 3 個接続、WAIT 信号は１対１に接続、CSZ2 は未使用。WAIT 端子の割り当てを変

更。 

10-25 【10.3.6 ウエイト信号制御機能】 

(3) 接続例 3

外部デバイスを 3 個接続、ウエイト信号は 1 対 1 に接続、CSZ2 は未使用。ウエイト端子の割り当てを変

更。 
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No.84 10.3.7 同期式バースト・アクセスMEMCの動作モード設定 

メモリ・コントローラ名称を修正

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-26 【10.3.7 同期式バースト・アクセス MEMC の動作モード設定】 10-26 【10.3.7 同期式バースト・アクセス MEMC の動作モード設定】 

No.85 10.3.8 外部メモリ領域マッピング切り替え機能 

端子機能の表記統一 

注意事項の表記変更 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-27 【10.3.8 外部メモリ領域マッピング切り替え機能】 

  同期式バースト・アクセス MEMC は、SMADSEL0-3 レジスタにて、各 CS 領域のアドレス・マップとサ

イズを変更することができます。

10-27 【10.3.8 外部メモリ領域マッピング切り替え機能】 

  同期式バースト・アクセス MEMC は、SMADSEL0-3 レジスタにて、各チップ・セレクト領域のアドレス・

マップとサイズを変更することができます。
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No.86 10.4 メモリ・アクセス・タイミング例 

図 10.23を追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-28 【10.4 メモリ・アクセス・タイミング例】 10-28 【10.4 メモリ・アクセス・タイミング例】 
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No.87 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

リード・データのラッチタイミングを明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-29 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-29 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 
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No.88 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

リード・データのラッチタイミングを明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-30 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-30 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 
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No.89 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

リード・データのラッチタイミングを明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-31 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-31 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 
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No.90 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

アドレス有効期間、リード・データのラッチタイミングを明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-32 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-32 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 
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No.91 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-33 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-33 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 



RENESAS TECHNICAL UPDATE TN-RIN-A017A/J 発行日：2017 年 3 月 24 日

(c) 2017. Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 65 of 86 

No.92 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-34 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-34 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 
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No.93 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

アドレス有効期間、WRSTBZ端子のアサートタイミングを明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-35 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-35 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 



RENESAS TECHNICAL UPDATE TN-RIN-A017A/J 発行日：2017 年 3 月 24 日

(c) 2017. Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 67 of 86 

No.94 10.4.1 非同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

アドレス有効期間、WRSTBZ端子のアサートタイミングを明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-36 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 10-36 【10.4.1 非同期アクセス・タイミング】 
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No.95 10.4.2 同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

リード・データのラッチタイミング表記を変更

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-37 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 10-37 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 
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No.96 10.4.2 同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

アドレス有効期間、リード・データのラッチタイミングを明記

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-38 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 10-38 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 
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No.97 10.4.2 同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

アドレス有効期間、リード・データのラッチタイミングを明記

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-39 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 10-39 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 
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No.98 10.4.2 同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-40 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 10-40 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 
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No.99 10.4.2 同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-41 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 10-41 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 
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No.100 10.4.2 同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

アドレス有効期間を明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-42 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 10-42 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 
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No.101 10.4.2 同期アクセス・タイミング 

外部メモリ・インタフェース端子名を修正 

アドレス有効期間を明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-43 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 10-43 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 
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No.102 10.4.3 ウエイト・タイミング 

ウエイト発生時の注意を追記

外部メモリ・インタフェース端子名を修正

アドレス有効期間、リード・データおよびウエイト信号のラッチタイミングを明示

動作モード設定端子およびレジスタ設定値を備考として補足

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

10-44 【10.4.2 同期アクセス・タイミング】 

  外部ウェイト入力は、内部クロックでラッチするため、1 サイクル前の状態が有効になります。 

10-44 【10.4.3 ウエイト・タイミング】 

ウエイト信号（WAITZ、WAITZ1-WAITZ3）は、同期アクセス時のみ有効となります。
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No.103 10.4.3 ウエイト・タイミング 

図 10.23を新規追加 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

- (記載なし) 10-45 【10.4.3 ウエイト・タイミング】 
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No.104 12.5 設定例 

シリアル・フラッシュ ROM メモリ・コントローラ設定例を追加

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

- (記載なし) 12-30

～

12-38

【12.5 設定例】 

No.105 13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ） 

割り込み略号を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-142 【13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ）】 13-142 【13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ）】 
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No.106 13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ） 

割り込み略号を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-143 【13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ）】 13-143 【13.9.1 設定例 1（レジスタ・モード、シングル転送モード、ハードウエア・トリガ）】 
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No.107 13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 

CHCFG2レジスタの設定値を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-144 【13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 13-144 【13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 

No.108 13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 

設定値欄の"R/W"→"設定値"に修正 

割り込み略号を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-145 【13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 13-145 【13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 
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No.109 13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 

割り込み略号を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-146 【13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 13-146 【13.9.2 設定例 2（レジスタ・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 
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No.110 13.9.3 設定例 3（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 

設定値欄の"R/W"→"設定値"に修正 

割り込み略号を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-148 【13.9.3 設定例 3（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 13-148 【13.9.3 設定例 3（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 
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No.111 13.9.3 設定例 3（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 

割り込み略号を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-149 【13.9.3 設定例 3（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 13-149 【13.9.3 設定例 3（レジスタ・モード：連続実行、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 
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RENESAS TECHNICAL UPDATE TN-RIN-A017A/J 

No.112 13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 

レジスタ略号を修正

未サポートのレジスタ(DMAESEL)を削除

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-152 【13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 13-152 【13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 
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No.113 13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ） 

割り込み略号を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

13-152 【13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 13-152 【13.9.4 設定例 4（リンク・モード、ブロック転送モード、ソフトウェア・トリガ）】 
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No.114 18.9.1(2) シングル転送モード時のスレーブ動作設定手順 CCSMC0） 

図 18.15 シングル転送モード時のスレーブ動作設定手順（シングルマスタ環境）を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

18-120 【18.9.1(2) シングル転送モード時のスレーブ動作設定手順 CCSMC0）】 18-120 【18.9.1(2) シングル転送モード時のスレーブ動作設定手順 CCSMC0）】 
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No.115 20.1.3 CC-Linkバス・ブリッジ制御レジスタ 0（CCSMC0） 

ビット名("CCSMC"→"CCSMC0")を修正 

V9.00 V10.00 

ページ 記載内容 ページ 改訂内容 

20-2 【20.1.3 CC-Link バス・ブリッジ制御レジスタ 0（CCSMC0）】 20-2 【20.1.3 CC-Link バス・ブリッジ制御レジスタ 0（CCSMC0）】 




